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発行 児童養護施設 聖母の騎士園
園 長　萩原栄三郎

〒859-0167 長崎県諫早市小長井町遠竹2747
TEL 0957-34-2152／FAX 0957-34-4224

　私たちの施設には施設を支えてくれている三人の大恩人がいます。
　この三人は、施設当初に園生として生活していました。卒園後は近く
の修道院が所有する建物に移り、彼らの生活のお世話を修道院がしてい
ました。その間に彼らは仕事の仕方を習い、今では施設の行事の準備や
環境整備に積極的に参加してくださっています。彼らは施設や地域の行
事が何時、その時、何が必要かを良くわきまえており、前もって行事が
近づいていることを知らせてくれます。今年、彼らの一人は81歳、他
の二人は75歳と74歳になりますが、現役で施設を支えてくれている大
切な職員です。
　施設の広大な敷地がこれまで荒れ果てることなく保てたのは、彼らの
おかげです。
　そして、私たちの教師です。なぜなら彼らは挨拶を大切にしています。
感情的に左右されることなく基本的な大切な挨拶を適切に使います。
　園の行事では、彼らの特技の歌やハーモニカ等を披露してくれます。
行事に参加する人たちは彼らの歌やハーモニカの披露を喜んで待ってい
ます。私たちもいつしか彼らの喜びの世界に引き込まれ、一緒に歌を口
ずさんでいます。
　この三人の大恩人がいつまでも健康に恵まれ幸せでありますようお祈
りいたしましょう。感謝をこめて

園長　萩原栄三郎　　

ぼくは、夏休みに自然の家に行きました。最
初、沢登りに挑戦！思ったより楽勝。水が冷
たくて気持良かった。昼から野外炊事で肉野
菜炒めをを作りました。時間がかかっただけ、
とてもおいしく出来ました。初めての自然の
家は楽しかったです。

けやき小 6男子　　

騎士園の夏

私たちの大恩人

諫早少年自然の家
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思い出いっぱいの
この夏は酷暑！あまりの暑さで轟の滝へ遊び
に行きました。５ｍほどの高さから飛び込み
に挑戦！ 怖いな～と思いましたが、勇気を
もって飛び込み、水底から跳ね水面に顔を出
した時は最高の気分楽しかったです。

マリア高１女子　　

僕は、高校三年間軟式野球に夢中でした。
いい監督、仲間との出会いがあったからこそ続
けられました。これからの長い人生に活かし日々
邁進していこうと思います。

　　　　　  さくら高三男子　　

地域のお祭り！クッキングの課題（中学生）
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オリックス招待
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勘定科目 当年度末 勘定科目 当年度末
資　　産　　の　　部           負　　債　　の　　部

流動資産 55,295,153 流動負債 2,235,994

現金預金 46,845,591 短期運営資金借入金 0
有価証券 0 事業未払金 508,045
事業未収金 7,892,520 その他の未払金 0
未収金 0 役員等短期借入金 0
未収補助金 481,300 １年以内返済予定設備資金借入金 0
未収収益 0 １年以内返済予定長期運営資金借入金 0
立替金 0 １年以内返済予定リース債務 0
前払金 0 １年以内返済予定拠点区分間長期借入金 0
前払費用 75,742 １年以内支払予定長期未払金 0
１年以内回収予定長期貸付金 0 未払費用 717,528
１年以内回収予定拠点区分間長期貸付金 0 預り金 300,000
短期貸付金 0 職員預り金 710,421
拠点区分間貸付金 0 前受金 0
仮払金 0 拠点区分間借入金 0
その他の流動資産 0 仮受金 0

               その他の流動負債 0

固定資産 172,900,745 固定負債 0
  基本財産 54,630,216 設備資金借入金 0

土地 0 長期運営資金借入金 0
建物 54,630,216 リース債務 0
定期預金 0 拠点区分間長期借入金 0

               長期未払金 0
  その他の固定資産 118,270,529 その他の固定負債 0

土地 0                
建物 933,421 負債の部合計 2,235,994
構築物 174,072 純　　資　　産　　の　　部
車輌運搬具 8 基本金 75,473,925
器具及び備品 3,008,228 国庫補助金等特別積立金 36,151,934
建設仮勘定 0 その他の積立金 114,000,000
有形リース資産 0 人件費積立金 45,000,000
権利 0 施設整備等積立金 69,000,000
ソフトウエア 154,800 次期繰越活動増減差額 334,045
無形リース資産 0 （うち当期活動増減差額） 31,462,594
長期貸付金 0
拠点区分間長期貸付金 0
人件費積立資産 45,000,000
施設整備等積立資産 69,000,000
長期前払費用 0
その他の固定資産 0

                              
               純資産の部合計 225,959,904

資産の部合計 228,195,898 負債及び純資産の部合計 228,195,898

児童養護施設聖母の騎士園拠点区分　貸借対照表
平成28年3月31日現在

法人名　聖ヨゼフ会�
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勘　定　科　目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増　減 (A)-(B)
サービス活動増減の部                                           

収　益                                                                      
児童福祉事業収益 164,919,320 150,170,361 14,748,959
措置費収益 164,587,490 149,832,761 14,754,729
その他の事業収益 331,830 337,600 △� 5,770
　補助金事業収益 201,300 288,100 △ � 86,800
　受託事業収益 130,530 49,500 81,030
経常経費寄附金収益 2,907,238 4,348,944 △ � 1,441,706

サービス活動収益計 (1) 167,826,558 154,519,305 13,307,253
費　用                             

人件費 105,050,386 97,919,181 7,131,205
事業費 19,076,133 30,430,207 △ � 11,354,074
事務費 11,502,383 9,372,005 2,130,378
利用者負担軽減額 0 0 0
減価償却費 4,213,750 4,842,900 △ � 629,150
国庫補助金等特別積立金取崩額 △�  2,170,817 △�  2,164,056 △�  6,761
徴収不能額 0 0 0

サービス活動費用計 (2) 137,671,835 140,400,237 △�  2,728,402
サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 30,154,723 14,119,068 16,035,655

サービス活動外増減の部                             
収　益                             

借入金利息補助金収益 0 0 0
受取利息配当金収益 35,852 30,352 5,500
その他のサービス活動外収益 2,659,190 2,460,128 199,062

サービス活動外収益計 (4) 2,695,042 2,490,480 204,562
費　用                             

支払利息 0 0 0
その他のサービス活動外費用 1,442,569 1,882,167 △�  439,598

サービス活動外費用計 (5) 1,442,569 1,882,167 △ � 439,598
サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 1,252,473 608,313 644,160

経常増減差額 (7)=(3)+(6) 31,407,196 14,727,381 16,679,815
特別増減の部                             

収　益                             
施設整備等補助金収益 380,000 0 380,000

特別収益計 (8) 380,000 0 380,000
費　用                             

基本金組入額 0 0 0
固定資産売却損・処分損 2 0 2
国庫補助金等特別積立金積立額 324,600 0 324,600

特別費用計 (9) 324,602 0 324,602
特別増減差額 (10)=(8)-(9) 55,398 0 55,398

当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 31,462,594 14,727,381 16,735,213
繰越活動増減差額の部                             

前期繰越活動増減差額 (12) △ � 10,628,549 △ � 25,355,930 14,727,381
当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 20,834,045 △ � 10,628,549 31,462,594
基本金取崩額 (14) 0 0 0
その他の積立金取崩額 (15) 0 0 0
その他の積立金積立額 (16) 20,500,000 0 20,500,000
次期繰越活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 334,045 △ � 10,628,549 10,962,594

児童養護施設聖母の騎士園拠点区分　事業活動計算書
（自）平成27年4月1日　（至）平成28年3月31日

法人名　聖ヨゼフ会� （単位：円）
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僕は、夏休みに海水浴に行きました。プールと違い最初は泳げる
か心配だったけど、身体が浮くことを教えてもらい手を動かした
ら泳げました。スイスイ身体が進み気持よく泳げ楽しかったです。
夏休みの最高の思い出でした。　　　　　　けやき中二男子

外出での事。野球の好きな兄弟Ｈ君とＡ君は車の中で野球
選手の応援歌が始まりました。その流れで、今度は自分た
ちの応援歌に変わり「園で一番の色男♪♪Ｈ ! Ｈ !」と自分
の歌を歌ったり、園の先生の特徴をミュージカル調にセリ
フを付けて歌い、涙が出るほど笑い楽しいひとときでした。
行く末はお笑い芸人になれそうです。周りをいつも和ませ
てくれてありがとう !!　　　　　　　　　　けやき職員

夏休みは部活や実習など、それぞれが忙しく過ごしま
した。そんな中でボーリングと外食に行きました。ユ
ニークな会話の中に高校生としての自覚。これからの
事を語る彼らにたくましさを感じました。いつも応援
してますよ～と心の中で。　　　　　　さくら職員

マリアでは園の夏休みは始めての仲間もいました。入所間
もない彼女たちは、この小さな集団生活にちょっぴり不安。
気遣いやらでしたが皆でオセロやトランプをするうちに溶
け込み、轟の滝にも行き、リビングでは和やかな雰囲気に
なり楽しくすごしていました　　　　 　　マリア職員

夏休みのエピソード（職員コーナー）

納涼大会
楽しみにしていた納涼大会。実行委員で企画
し職員、児童全員で取り組みました。あいに
くの空模様でしたが、雨も降らず、持ち堪え
てくれテントの中では賑やかなバイキングか
ら始まりました。そして実業生の歌や、くじ
引きで盛り上がりました。
皆さんの協力によって楽しいひと時を過ご
し、夏休みを締めくくる行事となりました。

　　　　　　実行委員 M　　

あ
っ
ち
む
い
て
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イ
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平成 28 年 5 月より、ご支援をして下さった皆様、誠にありがとうございました。
順不同、敬称略で掲載させていただきます。

〈寄付金　物品寄贈〉
山見文雄　　山見京子　　木下重喜　　関 義則　　大屋 健　　つくも食品　　
藤下邦彦　　山崎善之　　吉次工業　　Ｖフアーレン河野（サッカー招待）　　濱田盛雄
聖母の騎士修道女会本部　　みさかえの園第二めぐみの家　　九州労働金庫
コンベンツアル小長井修道院

野球
交流大会

第二学期が始まり、少しずつ秋の気配を感じる今日この頃で
す。休日は部活動に忙しい中、老人ホーム敬老会のボランティ
アや野球交流会と積極的に取り組む子どもたちです。二学期
も、それぞれの務めに励み日々成長することを願っています。
2016年 秋号をお届けします。　　　　　　　　　　　新井

編 集 後 記

職員と子ども合同で心肺蘇生法の講習会に参加しました。
毎年高来消防署にお願いして救命救急士の指導を受けてい
ます。何度受けても始めての気持ちになります。みんなの
表情は真剣そのものです。いざと言う時にはぜひ発揮出来
ますように。

去る9月22日、福岡県児童養護施
設の野球交流会に参加。
メンバーが足りなかったので福岡
県の施設のみなさんの協力を得て
参加しました。騎士園から野球の
試合は始めての子どもも参加です。
ヒットを打ち１周走り、１点入れ
ました。応援席から拍手喝采。

騎士園と同法人がしている老人ホームに敬老の日祝賀会
にボランティアに行きました。
会場設定の準備、片付け、ごちそう運び、焼き鳥焼きの仕事
をしました。
園では、善意の方々からの奉仕で、いつも受けるばかりの子
どもたち。してもらって当たり前！ になりがちです。こうい
う体験をすることによって人のためになることを実践し、又、
利用者の方々から話し掛けられ喜んでいました。

ボランティア活動

救命講習会


